
札幌市児童虐待防止緊急対策本部における副市長指示事項の対応状況について 

 指示事項 対応状況 

１ 乳幼児健診未受診者等の再点検について 

〇乳幼児健診や精密検査を未受診の子ども

のうち、日常的に子どもの状況を確認で

きない全ケースの安否確認を６月中に実

施すること。 

●平成30年度1歳6か月児健診及び3歳児健診、

精密健康診査未受診者のうち日常的に子ども

の状況を把握できない児の安否確認結果

（7月 16 日午前現在）

1歳 6か月児健診・３歳児健診 

安否確認対象者数 確認できなか
った児の人数1 歳 6 か月児 3 歳児 計

計 131 181 312 ３

精密健康診査 

安否確認対象者数 
確認できなか
った児の人数

計 207 ０

２ 警察との確実な連携について 

〇虐待対応の様々な場面において、警察と

確実に連携するための取組について早急

に警察と協議を行い、着実に取組を実施

すること。 

●対応ルールの明確化など連携強化に向けた協議

を行っていく。 

●近日中に初回の協議を行う予定。 

３ 夜間・休日対応の検討について 

〇夜間・休日の対応方法について早急に検

討すること。 

●初期調査を委託している３つの児童家庭支援セ

ンターと協議を実施済。 

●児童相談所における夜間・休日対応の手順に関し

て、職員体制や、緊急連絡を受けた際の対応方法

等について洗い出しを行い、短期的、中長期的な

課題を整理している。 

●暫定的な対応として、休日だけではなく平日の夜

間帯においても、職員が当番により緊急時の対応

が行えるよう、体制を整えた。 

４ リスク再評価方法の徹底について 

〇虐待通告のあった全てのケースに対し、

組織的なリスク評価、確実な進捗管理の

徹底に加え、状況の変化があった場合に

リスクを再評価し、必要な関係機関との

共有について検討すること。 

●６月 10 日より虐待通告については、全てにおい

てリスクアセスメントシートを作成し、リスク

（再）評価について、徹底を図った。 

●48 時間ルールの徹底を図るため、虐待通告の受

理及び進捗状況報告の会議を毎日実施し、警察へ

の情報提供、立入調査の必要性等を検討し、確実

な進行管理を実施。 

５ 児童相談体制及び第二児童相談所の早期検

討について 

〇第二児童相談所の早期設置の検討を含

む、児童相談体制の強化を検討すること。

●第３次児童相談体制強化プランの検討を行う子

ども・子育て会議児童福祉部会について、７月下

旬の開催で日程調整中。 

（令和元年 7月 16 日 第２回対策本部会議資料）
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